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■ 国際交流をとおして、日本の理解を深める  

本 
校では、平成４年からイギリスのアベ

リスツイスの高校生との相互交流がさ

れており、隔年で派遣と受入を交互に

行っています。今年は、受入の年にあたり、10月30

日(水)、アベリスツイス高校生の皆さんに来校して

いただき、英語の交流授業とPTA協賛のきもの着

付け教室に参加していただきました。  

 交流授業では、アベリスツイスの高校生に、本校

の生徒たちが質問をして交流を深めるとともに、簡

単な日本語を覚えていただく機会を設けました。対

話をとおして、日本にはない文化のことを学んだり、共通の話題になるものが何かを学ぶことができる貴

重な時間となりました。 

 放課後には、きもの着付け教室に本校生徒と一緒に参加していただきました。生徒たちは、アベリスツ

イスの高校生の皆さんと共通の話題を見つけて会話を弾ませるなど、国際的なコミュニケーション力を向

上させる機会となりました。 

題字：加悦高書道部 作 

 私が大学生の頃、数学科の教

授や仲間と共に八ヶ岳に登山合

宿に行ったことがあります。宿泊

所での教授との会話で、「数学

は山登りとよく似ている。登山

ルートが違っていても着実に登

り続ければ、必ず同じ場所に辿

り着く。」という言葉に少し違和

感を覚えました。納得はできるけ

れどスムーズにことが運ぶほど

大学の数学は簡単ではなかった

からです。 

 しかし、学校生活においては

当てはまっているように思いま

す。進路、勉強、部活動、友人、

異なる方法でアプローチをして

いても最終的に辿り着いた場所

は成長した自分自身であり、そ

れを目標に高校生は頑張ってい

るのだと思います。 

 私が教師として高校生に望む

ことは、「自信をつけること」で

す。歩んでいるその道が正しい

かどうかは登ってみなくては分

からないことが多いです。少し先

が見えている大人が、アドバイ

スをして生徒を支え、励ます。山

を登り切ったときに、喜びを共有

する。遠回りであっても必ずその

過程が成長につながるものだと

思います。本校が成長の場にな

るよう全力を尽くします。 

進路指導部長のあいさつ 

10 
月５日(土)、宮津天橋高校加悦谷学

舎の学校公開を実施しました。丹後

地域の中学校からたくさんの中学生

の皆さんに参加していただきました。 

 夏の体験セミナーでは、模擬授業や部活動を体験し

ていただきましたが、今回は、実際の学校生活をイ

メージしてもらうため、在校生が授業を受けている姿

や部活動の様子を見学していただきました。 また、部

活動見学と並行して、数学と英語の入試問題解説会

も行いました。参加した中学生の皆さんからは、 

 「生徒と先生との距離感が近くていいと思った。」  

 「入試問題解説会で、自分の苦手な部分の解き方

のコツが分かってよかった。とても分かりやすかっ

た。」   

 などの感想がありました。 

 来年度の宮津天橋高校加悦谷学舎の募集定員は

80名と今年度と同じです。募集定員が多

い中期選抜の前に、前期選抜がありま

す。前期選抜にはA方式とB方式の２種

類があり、A方式６名、B方式10名としま

した。中学３年間、体育会系部活動を頑

張ってきた人で引き続き高校でも体育

系部活動を思いっきりやってみたい人

はぜひ受検を考えてみてください。  

 

■ 学校公開を実施しました  

学校公開と入試問題解説会の様子 

京都府立宮津天橋高等学校 加悦谷学舎  

令和２年 前期選抜 

前期選抜方式 A方式 B方式 

募集定員 ６名 10名 

検査項目 

学力検査（国数英）計150点 

報告書135点 

面接 50点 

活動実績報告書50点 

学力検査なし 

報告書135点 

面接50点 

作文50点 

活動実績報告書100点 

検査実施日 令和２年２月17日（月）  

英語の交流授業の様子 



生徒たちの学校生活なども更新中！ 

Web サイトもご覧ください 
 

            加悦谷高校 

京都府与謝郡与謝野町字三河内810 

電話 ： 0772-42-2171 

FAX  ：  0772-42-2172 

電子メール :  
    kayadani-hs@kyoto-be.ne.jp 

京都府立加悦谷高等学校 

加悦高 キャッチフレーズ 

３つのシン【真、信、伸】 

■ 真剣で真の教育 

■ 信頼関係にもとづく教育  

■ 伸ばす教育 

■ 他校との交流をとおして、芸術的感性を磨く  ～丹後文化祭典～  

高校HPの 

QRコード⇒ 

Vol.７ 吹奏楽部 

Q１. 部活動の雰囲気は？ 

 少人数で活動していますが、互いに支えあって活動し

ています。 

Q２． 中学生のみなさんへメッセージ 

 部活動は学生のうちにしかできず、ここでしかできない

経験、楽しさがあります。部活動をとおして、先輩や同級

生と一緒に笑顔が絶えない活動ができたらすごく嬉しい

ので、吹奏楽に限らず、ぜひ部活動に入ってください。 

Vol.９ 茶道部 

Q１. 部活動の雰囲気は？ 

 茶道部らしさがありつつ、個性豊かに楽しく活動して

います。 

Q２． 中学生のみなさんへメッセージ 

 茶道部は週に１回しか活動していませんが、１回１

回を大切にして、楽しく活動しています。入って後悔の

ない部活動だと思うので、抹茶が苦手な人でもぜひ

入部してください。 

女子棒高跳び 

 木下 瑚都さん（３年 江陽中）  

◆陸上競技部◆ 

U-18日本選手権 
６位入賞！ 

女子55kg級 

 武藤理恵瑠さん（２年 橋立中） 

 スナッチ 73kg  １位 

 ジャーク 88kg  １位 

 トータル 161kg 優勝  

◆ウェイトリフティング部◆ 
京都府高校秋季大会 優勝！ 

Vol.８ 男子ソフトテニス部/女子ソフトテニス部 

Q１. 部活動の雰囲気は？ 

 加悦谷高校のテニスコートはオムニコートなの

でよい環境です。男女ともに人数も多く、楽しく元

気に活動しています。 

Q２． 中学生のみなさんへメッセージ 

 初心者の人も楽しく練習しているので、ぜひソフ

トテニス部に入部してください！ 

丹 
後高等学校文化祭展が９月28日(土)、29日

(日)に、網野体育センターにて開催されまし

た。本校からは、書道部、美術部が作品の

展示を行い、茶道部が他校の茶道部の生徒とともに呈

茶で来場された方々にお茶とお菓子を振舞いました。 

 書道部、美術部の部員たちは他校の同じ部活動で活

動している生徒とともに展示作品に対する講評を聴く

機会がありました。学校外の専門の方から自分たちの

作品を御講評いただくことができ、大いに刺激を受けま

した。生徒たちにとってはこれからの作品づくりに生か

すための新たな知見を得る場にもなり、今後の作品作

りや稽古に活かされることと思います。 
丹後文化祭典での生徒の様子 

両丹高等学校駅伝競走大会  
女子総合 ８位入賞！ 

◆合唱部◆ 
アカペラ(マイクパフォーマンス)を 

披露しました！ 

地域貢献 

 

・第29回京都府北部青年学級交流会 

・夢織りの郷 
・「滝・金屋 命の里」  秋の大感謝祭 

・与謝野町文化祭 

■ 【２年生】「表現力」や「思考力」を養う ～総合的な学習の時間～  

２ 
年生の総合的な学習の時間では、１年生での取

組と１学期の取組で培った、「調べる力」、「まとめ

る力」と「発表する力」をさらに伸ばすための、「表

現力」や「思考力」を育成する活動を行っています。  

 ２学期は、自分たちの興味関心がある事を選び、それら

について調べ、発表することに取り組んでいます。10月に、

中間発表として、これまで調べてきたことをまとめ、プレゼン

テーションを行いました。  

 今回の経験を基に、聞き手に分かりやすくするための表

現方法やプレゼンテーション方法を研究し、実践に繋げて

いきます。  
プレゼンテーションをする生徒 


